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舞台俳優の方に直接お話を伺う経験は生まれて初めて

でしたが、お目にかかった瞬間、「人々の視線を一身に

集め、注目を浴びることを生業としている方」のオーラ

を強く感じました。決して威圧感はないのですが、キリ

ッと目を見開き、素人の私の問いかけにも、女形の俳優

さんらしくたおやかな、そして柔らかい物腰で丁寧に答

えてくださいました。 

身振り手振りを交えて語る國太郎さん。お話で特に印

象に残った点が二つあります。一つは、女形を演じるか

らと言って、ご自分をある時点から女性に変身させて演

じ分けるような意識は特にされていないということでし

た。俳優さんによっては、ある瞬間から「女形モード」

のスイッチをＯＮにさせるタイプの方もいるようですが、

國太郎さんの場合は舞台へと歩を進めるに連れて、その

まま自然に女性に成りきれるそうです。 

もう一つは観客席との「心と心のキャッチボール」と

でも申しましょうか……お客さんの反応や息づかいを常

に意識して、同じ演目でもその場の雰囲気で演じ方を変

えているとのこと。舞台は必ずしも俳優が一方的に伝え

るものではなく、観客との間で伝え合うものなのだとい

うことを、教えていただきました。 

また、演技がどのように伝わっているか、「自己を客

観的に見つめる目」も養うように心がけているとおっし

ゃる國太郎さん。そのたゆまぬ努力に、感銘を受けました。 
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私
に
は
２
人
の
弟
が
い
る
。
２
人
は
年
子
の
た
め
母
が
下
の

弟
の
面
倒
を
見
て
い
る
間
、
私
が
上
の
弟
と
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
遊
び
に
行
く
と
き
は
い
つ
も
上
の
弟
を
連
れ
て
行
っ

た
。 あ

る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
弟
と
２
人
で
友
達
の
家
に
遊
び

に
行
く
と
、
友
達
は
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
に
行
く
と
い
う
。
き

っ
と
す
ぐ
終
わ
る
だ
ろ
う
と
、
つ
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
し

か
し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
友
達
の
順
番
が
ま
わ
っ
て
こ
な
い
。

よ
う
や
く
ま
わ
っ
て
き
た
と
き
、
す
で
に
６
時
。
５
時
ま
で
に

帰
宅
す
る
約
束
だ
っ
た
。
母
の
怒
る
顔
が
目
に
浮
か
び
、
帰
る

こ
と
に
し
た
。
家
ま
で
は
子
ど
も
の
足
で
10
分
ほ
ど
か
か
る
。

外
は
真
っ
暗
。
途
中
か
ら
街
灯
が
減
り
人
通
り
も
少
な
く
な
る
。

弟
と
手
を
取
り
合
っ
て
互
い
に
「
も
う
す
ぐ
だ
よ
」
と
言
っ
て

歩
い
た
。 

す
る
と
、
向
こ
う
か
ら
白
と
茶
の
セ
ー
タ
ー
を
着
た
女
の
人

が
歩
い
て
き
た
。
お
母
さ
ん
だ
と
２
人
で
走
り
寄
っ
た
ら
全
く

の
別
人
だ
っ
た
。
泣
き
出
し
そ
う
に
な
っ
た
が
、
弟
の
前
で
、

弟
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に
泣
け
な
い
と
我
慢
し
た
。 

家
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
弟
は
母
に
駆
け
寄
り
、
私
は
母

に
怒
ら
れ
た
。
素
直
に
行
動
で
き
る
弟
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た

し
、
自
分
一
人
が
怒
ら
れ
る
こ
と
に
不
満
も
感
じ
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
出
来
事
の
積
み
重
ね
で
、
姉
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
感
が
身
に
つ
い
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　      

曽
我
部
一
美 

まなこ53号　アンケートから 

自分のこと、書いてみよう 
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自分と同世代の友人の親が倒れたり、亡くなったりという話をちらほ
ら聞くようになり「そうか、自分もそういう年齢か」と漠然と思い始めた。
幸い私たち夫婦の両親はどちらも今のところ元気で、結局はまた何とな
く日常が続いてしまう。心も体も元気なときに「老いじたく」を意識す
るのは難しい。 
生涯をひとりで通そうが孫に囲まれようがすべての人に平等に「老い」

はやってくる。でもその「終わり方」は決して平等ではないようだ。任
意後見制度はそれを限りなく平等に近づける手助けになるだろう。とき
には人生観や価値観を再認識したり、自分の現状を生々しく直視したり
するかもしれない。取材に同行して、まじめに「老い」に直面しなけれ
ばと改めて感じた。 

新
・
成
年
後
見
制
度 

法
定
後
見
制
度 

任
意
後
見
制
度 

補
助 

保
佐 

後
見 

本
人 

任
意
後
見
人
（
任
意
後
見
契
約
） 

任
意
後
見
監
督
人 

す
で
に
判
断
力
が
衰
え
た
成
人
に
対
し
て

家
裁
が
支
援
者
を
選
任
す
る
制
度 



　　

●女たちの言葉 

生活クラブ生協連合発行の月刊誌「本の花束」
から生まれたこの一冊。「女性たちの心を励
ます魅力ある言葉を紹介したい」との企画か
らスタートし、現在も連載中です。女性が書
くこと、語ること、自由に生きることが困難
な状況で、紡ぎ出し語らずにはいられなかっ
た言葉たち。こんなにも懸命に生きてきたの
かと心打たれます。 

お腹の子の「水、空気、食べ物」というメッ
セージを感じてしまった著者は、無添加パンの
共同購入、農薬空中散布阻止、チェルノブイリ・
反原発と、いのちを守る活動を日々のくらしの
中で展開していく。あきらめず、絶望せず、で
きることを続けよう。まず、伝えよう。知るこ
とからしか始まらない。一歩踏み出す勇気をも
らえる本書です。 

●暮らし発・いのち発 
　未来のページは「私」が創る 

久保覚・選　 
生活クラブ生協連合「本の花束」編 

（青木書店 ） 馬場利子（地湧社） 

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から。貸出しもＯＫ

“子どもが育つまち”授賞式とセンター５周年記念パーティーが、
　11月1日に開催されました。 


